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１）産総研 地質情報研究部門

伊勢神宮式年遷宮
「お白石持」行事における白石の起源

１．はじめに

2013年10月に三重県伊勢市の神宮（いわゆる伊勢神

宮）にて第62回式年遷宮が斎行された．式年遷宮とは，

20年に一度，伊勢神宮の皇
こう

大
たい

神宮（内
ないくう

宮）および豊
とようけ

受大

神宮（外
げ く う

宮）の正宮と14の別宮の敷地および社殿を改め，

御装束・神宝類を古式のままに一新して大御神に新殿へ遷

内野隆之１）

ってもらう国家最大の祭儀であり，1300年前の持
じ

統
とう

天皇

の御
み よ

代から続けられている．そして式年遷宮に先立ち，紀

伊山地から伊勢湾に注ぐ一級河川である宮
みやがわ

川より集められ

た白石（礫）を内宮および外宮の新
にいみや

宮に敷き詰める「お

白
しらいし

石持
もち

」行事が2013年夏に行われた．本小論では，その

行事に用いられる白石の記載と起源についての地質学的考

察を行う．

第 1図　�（A）奉献のため宮川から採取された白石．（B），（C）「川曳」の様子．（D），（E）「陸曳」の様子．（F）内宮新宮に奉
献される白石．すべての写真は神宮司庁の提供によるもの．
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２．「お白石持」行事とは

式年遷宮に先立ち，宮川の河原から集められた白石（第

１図A）を内宮および外宮の正殿の立つ敷地（瑞
みずがき

垣の内）

に敷き詰める行事である．一般人が神聖な正殿敷地内（垣

内）に立ち入れるのは唯一この時だけである．「お白石持」

行事の歴史は古く，550年前の寛正三年（1462年）の第

40回式年遷宮から行われている．宮川流域の地区ごとに

地元住民からなる奉献団が結成され（今回の行事では77

団），その奉献団ごとに白石が集められる．採取された白

石は樽に納められ，各地区から五
い す ず

十鈴川
がわ

や道路をそれぞれ

「川
かわびき

曳」（第1図B，C）と「陸
おかびき

曳」（第1図D，E）で内宮お

よび外宮に運び込まれた後，奉献団（地元神
しん

領
りょうみん

民）と全

国から訪れる特別神領民によって正殿敷地内に奉献される

（第1図F）．今回の「お白石持」行事では，2013年7月

26日から8月12日にかけて約14万人の神領民が内宮に，

8月17日から9月１日にかけて約10万人の神領民が外宮

に白石を奉献した．

奉献する白石は，径3 cm ～ 7.5 cm大で球形度の高い「石

英系白石」と定められている．本行事の準備は式年遷宮の

数年前からなされ，10万個以上の白石が集められる．なお，

本行事は，「国の記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗

文化財」であり，また伊勢市の「無形民俗文化財」となっ

ている．

ちなみに，内宮は太陽を神格化した女神で日本民族の総

氏神でもある天
あま

照
てらす

大
おおみかみ

御神を祀り，外宮は食物・穀物を司

る女神である豊
とようけの

受大
おおみかみ

御神を祀った神社である．天照大御神

はイザナギから生まれ，豊受大御神はイザナミの子である

ワクムスビから生まれたとされる．なお，イザナギは，中

生代にユーラシアプレートに沈み込んだ海洋プレート（イ

ザナギプレート；Woods and Davies, 1982）の名前の由

来ともなっている．

第 2図　�宮川流域の地質概略図．基図として20万分の1日本シームレス地質図（地質調査総合センター，
2014）を使用．凡例の表示については最低限に留めた．

第 3図　�白石が採取される宮川の河原．上久具地区久
く ぐ つ ひ め

具都比売橋か
ら上流に向かって撮影．
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３．白石の採取場所

白石が採取される宮川は，紀伊山地の大台ヶ原山東方（大

台町と紀北町の境界付近）を源流とし，北東の伊勢湾まで

総延長約100 kmに及ぶ一級河川である（第2図）．白石

の採取地は宮川であればどこでも良く，各奉献団に任され

ている．三重県度
わたらい

会郡度会町の田
た ま

間地区や上
かみ

久
く ぐ

具地区など

川幅が広く礫が広範囲に堆積している下流の河原で採取さ

れることが多い（第3図）．

４．白石の記載

神宮に奉献されている白石を観察すると，そのほとんど

が石英岩とチャートである．その中でも圧倒的に石英岩が

多く，チャートのほとんどは広域変成作用を被ったメタチ

ャートである．

石英岩は白色を呈し，その多くは幅数mmの暗灰色を呈

する脈を含んでいる（第4図A）．鏡下では，波動消光を

示す短径数mm以下の比較的粗い石英からなり，しばしば

短径1 mm以下の曹長石が随伴する（第4図B）．曹長石の

第 4図　�（A）石英岩からなる白石の切片．矢印は緑泥石からなる暗灰色脈．（B）石英岩の薄片写真（直交ポーラー）．Ab：曹長石，
Chl：緑泥石，�o-Chl：酸化緑泥石，Qtz：石英．(C) メタチャートからなる白石の切片．（D）メタチャートの薄片写真（直交ポー
ラー）．m-Qtz：微晶質石英，MP：白雲母，セリサイト（絹雲母）などからなる泥質部．

割合は，モード比で20％に達する場合もある．石英と曹

長石は，それぞれ1 mm以下の細粒な結晶の集合体として，

より粗い石英や曹長石中に幅数mm以下の脈として産する

こともある．暗灰色を呈する脈は，短径0.05 mm以下の

短柱状を示す緑泥石の集合体からなり（第4図B），その

集合体付近では石英や曹長石中にも自形の緑泥石が散点的

に生じている．また緑泥石集合体中に高い複屈折を示す酸

化した緑泥石がしばしば脈状に産する（第4図B）．

メタチャートは，表面が粗く磨かれているため見かけ白

色を呈するが，内部は灰白色であることが多い（第4図C）．

幅3 cm以下の珪質部と幅5 mm以下の泥質部が互層をな

す成層構造が認められる．まれに珪質部と泥質部が幅数

mmオーダーで互層するものもみられる．多くのメタチャ

ートにおいて泥質部は，ちりめんじわ褶曲をなす黒色シー

ム様を呈する．鏡下では，珪質部は径0.1 mm程度の微晶

質石英からなり，典型的なチャートの組織を示す（第4図

D）．泥質部は径0.1 mm以下の白雲母，セリサイト（絹雲

母），チタン石，石英，赤鉄鉱，褐鉄鉱などからなり，試

料によってそれらの鉱物の量比は異なる．メタチャート中

には幅1 cm以下の石英細脈が普遍的に入っており，まれ
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に曹長石を随伴する．

なお，メタチャートには数cm以上の石英脈が発達する

ことも多いことから（第5図G），実際にはメタチャート

と石英脈が混在した形で白石（礫）になっている場合も少

なくない．また，メタチャートは基本的に層状であるため，

平板状に割れやすく，礫としての球形度が高くなりにくい

ことから，石英岩に比べ白石に適した条件を獲得し難いと

考えられる．

５．白石の起源

［石英岩］
本地域の三波川帯の泥質片岩は変成鉱物組み合わせか

ら，四国中央部三波川帯の緑泥石帯低温部に相当し（上

野，2001），泥質片岩には片理に平行あるいは斜交して幅

数cmから数10 cmの石英脈が普遍的に産する．その石英

脈は，しばしば暗灰色の脈や壁岩の泥質片岩を含んでいる．

そのような岩相は，露出が良い海岸などでよく観察でき（第

5図A，B），露頭近傍には白石に適した球形度の比較的高

い石英岩が転石として大量に認められる（第5図D，E）．

この転石は白石となった石英岩と極めて類似し，また，１）

粗粒な石英結晶，２）曹長石の随伴，３）緑泥石の発達，

といった石英脈の鏡下での特徴（第5図C）は白石のもの

（第4図A，B）と差異はない．従って，白石となった石英

岩は，三波川帯泥質片岩中に注入した幅広の石英脈を母岩

としている可能性が高い．石英脈は，秩父帯の付加体中（特

に，北縁部の弱変成ゾーン）にも産するが，秩父帯の石英

脈は三波川帯に比べその量は極めて少なく，脈幅も狭い．

ちなみに，三波川帯のような広域変成帯の変成岩にこのよ

うな石英脈が多く産するのは，広域変成岩が形成される沈

み込み帯深部では温度が高く，脱水による流体の移動が活

発だからである．

［メタチャート］
三波川帯では，泥質片岩中に白色～灰白色を呈する数

10 cm ～数10 mのメタチャートがレンズ状あるいはシー

ト状岩塊として普遍的に産する（第5図F，G）．白石とな

ったメタチャートは，岩相的にこの三波川帯のメタチャー

トを母岩としていると考えられる．メタチャートは，秩父

帯北縁部の弱変成ゾーンにも産することがあるが，その量

は三波川帯に比べて少ない．ちなみに，メタチャートの原

岩であるチャートは，深海底（海洋プレート上）に堆積し

た放散虫や海綿などの珪質な生物化石が起源となった堆積

岩であり，海洋プレートが海溝域で沈み込む際にプレート

表層部が剥ぎ取られ，砂や泥などの陸源性砕屑物の中にレ

ンズ状・シート状に取り込まれた付加物質である．

以下に白石の起源についてまとめる．三波川帯に幅広の

石英脈とメタチャートが多く産することや，白石をもたら

す宮川の3分の2の流路区間（約60 km）が三波川帯上に

位置することを考慮すると，白石となった石英岩およびメ

タチャートの多くは，三波川帯の石英脈およびメタチャー

ト岩塊からそれぞれもたらされたと考えられる．

６．白石の母岩の形成年代

白石の母岩のほとんどをなすと考えられる三波川帯の石

英岩およびメタチャートについて，母岩の形成年代を考察

する．石英岩の母岩である石英脈のほとんどは，沈み込み

帯深部で付加体が広域変成作用や変形を被る際に形成され

たと考えられる．従って，石英脈の形成年代は，本地域の

泥質片岩の変成年代（白雲母K-Ar年代）である約100 ～

80 Ma（Tomiyoshi and Takasu, 2010）（後期白亜紀）に

近似できると考えられる．

本地域の三波川帯のメタチャートについては，年代は

得られていない．従来，三波川帯の広域変成岩の原岩は，

前期白亜紀初頭以前の付加体であると考えられ（例えば，

Isozaki and Itaya, 1990），秩父帯では“南帯”（三宝山帯）

に相当する．しかし近年，三波川帯広域変成岩の一部の

原岩が，四万十帯の“北帯”に相当する後期白亜紀の付加

体であることが明らかになってきた（例えば，青木ほか，

2010）．紀伊半島西部でも，三波川帯広域変成岩の中軸部

の原岩は，四万十帯“北帯”（青木ほか，2010）相当の付

加体であるとされている（大藤ほか，2010）．本地域の三

波川帯広域変成岩の原岩の詳細については不明だが，秩父

帯“南帯”の付加体を起源とするならば秩父帯“南帯”のチ

ャートの年代が，四万十帯“北帯”の付加体を起源とする

ならば四万十帯“北帯”のチャートの年代が，それぞれ原

岩の候補となる．本地域の秩父帯チャートの放散虫化石年

代（堆積年代）は中期三畳紀～中期ジュラ紀とされ（加藤・

坂，1997；柏木，2007），四万十帯チャートの放散虫化

石年代（堆積年代）は中期三畳紀～後期白亜紀とされる（例

えば，Mizutani et al ., 1982；太田ほか，2013）．従って，

メタチャートの年代は中期三畳紀～後期白亜紀のいずれか

の時代であると考えられる．



GSJ 地質ニュース Vol. 4  No. 3（2015 年 3 月）     73

伊勢神宮式年遷宮
「お白石持」行事における白石の起源

第 5図　�（A），（B）泥質片岩中に発達する石英脈．場所はそれぞれ三重県鳥羽市小
こはま

浜町の西海岸，鳥羽市池の浦．（C）石英脈の薄片写
真（直交ポーラー）．場所は Bと同じ．（D）泥質片岩露頭近傍の白石によく似た転石（矢印）．転石の位置は自然のまま．鳥
羽市菅

すが

島
しま

の北側の海岸．（E）Dの露頭周辺で集めた白石によく似た転石の拡大写真．（F）泥質片岩中に挟在するメタチャート．
鳥羽市菅島の北側の海岸．（G）メタチャート中に発達する石英脈（矢印）．鳥羽市小浜町の東側の海岸．

　　　　Ab：曹長石，Chl：緑泥石，m-CH：メタチャート，o-Chl：酸化緑泥石，�PS：泥質片岩，Qtz：石英．
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７．まとめ

白石の大部分を占めるのは，三波川帯泥質岩中の石英脈

を母岩とした石英岩であり，その形成年代は後期白亜紀と

考えられる．また，白石の若干量を占めるのは，三波川帯

のメタチャートであり，その形成年代は中期三畳紀～後期

白亜紀のいずれかの時代と考えられる． 

８．おわりに

「お白石持」行事における白石採取の間隔は，式年遷宮

が行われる20年に一度ではあるが，母岩露頭の崩壊・侵

食そして円礫となるまでの時間に比べると極めて短い．大

雨等によって上流から定期的に礫が供給されるとはいえ，

本行事では一度に10万個以上も白石が採取されるため，

行事の回数を重ねるごとに白石の条件に適した礫の採取が

困難になっていくことは想像に難くない．その場合，奉献団

および地元住民の白石採取における労力の増大は避けられ

ないが，550年の歴史を持つ極めて尊い「お白石持」行事が

今後も変わらず継続されることを切に願う次第である．

謝辞：伊勢の神宮司庁には，小論を公表することを許可頂

いたのみならず，お白石持行事に関する情報と写真の提供

を頂いた．地質標本館地質試料調製グループの大和田　朗

氏をはじめとする職員諸氏には，薄片を作成して頂いた．

地質情報研究部門の中江　訓博士には，原稿改善のための

意見を頂いた．記して，感謝申し上げる．
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